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をもつ語である（Anthony 1953）。例えば、英単語の “night” とドイツ語単語







混乱をまねく恐れがある（Laufer 1990, Ryan 1997）。



















































































































コピー パーティー ホテル パパ アイディア イメージ
カー カバー ケース ショップ ストップ パイプ
プラン ホーム ママ ミス ライト オーケー
















































誤 答 の 種 類 全 体(n=37)












挿入  25 (44%)  12 (50%)  8 (38%)  4 (40%)  1 (50%)
脱落  20 (33%)  7 (29%)  7 (33%)  5 (50%)  1 (50%)
母音





表記  3 (4%)  2 (8%)  1 (4%)  0  0
脱落  2 (4%)  0  2 (9%)  0  0
挿入  2 (4%)  0  2 (9%)  0  0










































































Anthony, E. (1953). The teaching of cognates. Language Learning, 4, 79-82.
Greidanus, T., Beks, B., & Wakely, R., (2005). Testing the development of French word 
knowledge by advanced Dutch- and English-speaking learners and native speakers. The 
Modern Language Journal, 89:2, 221-233.
Laufer, B. (1990). Ease and difficulty in vocabulary learning: some teaching　implications. 
Foreign Language Annals, 23:2, 147-155.
Ryan, A. (1997). Learning the orthographical form of L2 vocabulary –A receptive and 
a productive process. In Schmitt, N. & McCarthy, M. (Eds.).Vocabulary: description, 
acquisition and pedagogy (pp. 181-198). New York: Cambridge University Press.
大曽美恵子（1991）「英単語の音形の日本語化」『日本語教育』74, 34-47.
国際交流基金（2007）『日本語能力試験　出題基準[改訂版]』凡人社.
国立国語研究所（1984）『日本語教育のための基本語彙調査』秀英出版.
小林ミナ・カッケンブッシュ寛子・深田淳（1991）「外来語にみられる日本語化規則の習得
－英語話者の調査に基づいて－」『日本語教育』74, 48-59.
趙南星（1992）「韓国人日本語学習者による外来語表記の誤り―日本語話者による評価を中
心として―」『日本語教育』78, 178-190.
富田彩月（2013）「日本語学習者の外来語の習得―語彙テストとビリーフ調査の結果をもと
に―」修士論文，神田外語大学大学院言語科学研究科.
山縣亜矢子（1999）「英語を母国語とする日本語学習者によるカタカナ語表記の習得に関す
る調査」『言語学と日本語教育　実用的言語理論の構築を目指して』アラム佐々木幸子
（編）49-64. くろしお出版.
大和裕子・玉岡賀津雄（2013）「中国人日本語学習者による外来語処理への英語レキシコン
の影響」『レキシコンフォーラム』6, 229-267.
